














A Study on the Stability of L1 Production Seen in I-JAS: 
Japanese Learner Corpora and L2 Teaching 


























されるべき問題点も残されている。以下，2 節において 3 つの論点を概観した後，3 節にお
いて，とくに L1 産出の安定性の問題を取り上げ，I-JAS の日本語母語話者による L1 産出デ
ータを用いた検証を行う。なお，本研究は，2016 年 5 月 9 日にリリースされた I-JAS の第 1
次公開データ（学習者 210 名・母語話者 15 名）に基づく。 
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 2. 日本語学習者コーパスの教育応用に関わる 3つの問題 
 以下，3 つの問題について順に見ていきたい。 
 
2.1 L1産出の安定性 






The conventional prescriptive view has been that the goal of foreign language 
learning is to approximate closer and closer to the performance of native speakers. 
Yet which native speakers? American, Australian, British or Caribbean? Highly 
educated or less so? Old or young? Such questions as these cause difficulties, 
although in practice teachers probably have covert answers to them. The problem 
becomes more noticeable when we compare learner corpora with a native-speaker 
‘reference corpus’.... Native-speaking students do not necessarily provide models 
that everyone would want to imitate. And, when we come to examine a reference 
corpus of native-speaker speech, the less admirable features of the native speaker’s 





I-JAS は，母語話者について，20～50 代の年齢層にまたがる 50 名のデータを公開予定で




 2 点目は，比較に使用する母語話者による L1 産出や学習者による L2 産出のデータが相
互に比較可能な形で統制的に収集されているかどうかということである。従来の学習者コ
ーパス研究では，多様なデータを収集することが重視され，データの内容や産出条件の統制
は必ずしも十分に考慮されていなかった。たとえば，Granger et al.（2003/ 2009）によっ



































図 1 中間言語対象分析の教育応用過程（Granger，2009，Fig.4 を改変） 
 














3. I-JASに見る母語話者 L1産出データの安定性 
3.1 ねらいと RQ 
 前節では，日本語学習者コーパスの教育応用に関わる 3 つの問題点を概観したが，この
うち，とくに重要になるのは，比較の規準となる母語話者による L1 産出の安定性の問題で





RQ1 母語話者による L1 産出は，文法的正確性の点でどの程度安定しているか? 
RQ2 母語話者による L1 産出は，基本的な言語特性の点でどの程度安定しているか? 
















   
  
 
図 2 J-JAS ストーリーライティング第１課題（奥野・リスダ，2015 の図 1 を再構成） 
 

















3.3.1 RQ1 文法的正確性 
 中間言語対照分析において，母語話者の L1 産出からの逸脱を学習者の問題ととらえるの
は，L1 産出が文法的に無謬であるという前提に基づく。しかし，今回のデータを検証した
ところ，I-JAS の開発者の側で誤用修正がなされた例が 2 点（JJJ03，JJJ26），他にも誤用











































に見られる修辞法を使って作文したことを示している。筆者の検証では，15 人中 8 人が課







3.3.2 RQ2 基本的言語特性 
まず，語数および句読点の使用状況を検証したところ，表 1 の結果が得られた。表中の語





表 1 文長・句読点使用率 
 語数 1 語数 2 読 句 句読 読／句 読% 句% 句読% 
JJJ01 89 99 5 5 10 1.0 5.1 5.1 10.1 
JJJ03 105 117 7 5 12 1.4 6.0 4.3 10.3 
JJJ09 107 115 1 7 8 0.1 0.9 6.1 7.0 
JJJ10 151 171 6 14 20 0.4 3.5 8.2 11.7 
JJJ11 81 90 4 5 9 0.8 4.4 5.6 10.0 
JJJ12 87 97 5 5 10 1.0 5.2 5.2 10.3 
JJJ14 92 99 2 5 7 0.4 2.0 5.1 7.1 
JJJ15 104 115 5 6 11 0.8 4.3 5.2 9.6 
JJJ17 84 93 5 4 9 1.3 5.4 4.3 9.7 
JJJ26 180 199 6 13 19 0.5 3.0 6.5 9.5 
JJJ30 115 129 7 7 14 1.0 5.4 5.4 10.9 
JJJ35 82 92 6 4 10 1.5 6.5 4.3 10.9 
JJJ37 81 90 2 7 9 0.3 2.0 7.1 9.2 
JJJ50 153 160 6 1 7 6.0 3.8 0.6 4.4 
JJJ57 110 123 4 9 13 0.4 3.3 7.3 10.6 
平均 108.1 119.3 4.7 6.5 11.2 1.1 4.1 5.4 9.4 
標準偏差 30.4 33.1 1.8 3.4 3.9 1.4 1.6 1.8 1.9 
変動係数 0.3 0.3 0.4 0.5 0.3 1.2 0.4 0.3 0.2 
最大値 180.0 199.0 7.0 14.0 20.0 6.0 6.5 8.2 11.7 
最小値 81.0 90.0 1.0 1.0 7.0 0.1 0.9 0.6 4.4 




語数 1，語数 2 に注目すると，最小値と最大値の差が 2.2 倍に及ぶことが明らかになっ
た。I-JAS では，イラストを与えているため，産出の量はほぼ一定になると予想されたが，











表 2 高頻度形態素 
JJJ01 JJJ03 JJJ09 JJJ10 JJJ11 JJJ12 JJJ14 JJJ15 
に 7 に 8 た 6 た 8 た 5 た 8 た 6 た 7 
た 6 が 6 に 5 て 6 て 5 が 6 て 6 て 5 
て 6 た 6   と 6 と 5 と 6 を 6 と 5 
は 5 と 6   は 6 に 5 に 6 は 5 に 5 
まし 5 を 6   が 5 まし 5 ﾊﾞｽ 5 まし 5 まし 5 
  て 5   の 5   まし 5     
      を 5         
JJJ17 JJJ26 JJJ30 JJJ35 JJJ37 JJJ50 JJJ57  
て 6 た 10 に 9 を 6 て 6 て 12 た 7 
を 6 の 10 た 7 に 5 た 5 た 9 を 7 
た 5 を 9 と 7   と 5 に 7 は 6 
  は 7 を 7   は 5 を 7 まし 6 
  に 6 て 6   まし 5 が 6 て 5 
  まし 6 まし 6     まし 6 と 5 
  ｻﾝ 5 ｹﾝ 5     ｻﾝ 5 ﾊﾞｽ 5 
  と 5 は 5         
    ﾊﾞｽ 5         
    ﾏﾘ 5         
 
コーパス言語学では，高頻度語の使用状況は高度に安定的であると言われるが，今回のデ
ータについて言えば，頻度 1 位の形態素が 1 語に決まる 10 名（JJJ01，03，09，10，12，
15，30，35，37，50）に限ってみても，「た」が 4 名，「に」が 3 名，「て」が 2 名，「を」
が 1 名とばらついており，完全な一致は確認できなかった。また，基本助詞間の頻度の多少
に関して，一例として，「を」と「に」のいずれの頻度が多いかを見たところ，「を」を多用










3.3.3 RQ3 内部的一体性 
 母語話者の L1 産出が安定的で，がある種の「一枚岩」のようなものであるとすれば，そ
の内部にはっきりした下部構造は存在しないはずである。そこで，15 人中 6 人以上が共通
して使用している 41 語を資料としてクラスター分析を行ったところ，図 3 の結果を得た。 
 
図 3 クラスター分析に基づく樹形図 
 
定常状態が最も長く継続する場所（距離 1.2～1.4）にカッティングポイントを置くと，15
人の母語話者は大きく 2 グループ（クラスターA：JJJ01, 14, 17, 35, 50, 57；クラスター










母語話者の L1 産出は，内容語中心型産出と機能語中心型産出に二分されると言えよう。 
また，第 2 次元（縦軸）を合わせて分析すると，全体は第 1 象限（Z1＋／Z2＋），第 2 象
限（Z1－／Z2＋），第 3 象限（Z1－／Z2－），第 4 象限（Z1＋／Z2－）に 4 区分され，第 1
象限は「その」や「し・ます」などの機能的語群，第 2 象限は「マリ」や「ケン」などの固



























L1 産出の安定性，比較に使用する産出データの統制性，比較結果の教育応用の是非の 3 点








 次に，RQ2（基本的言語特性）については，最小値と最大値の比率が，語数では 2.2 倍，




の結果，15 人の母語話者の L1 産出が内容語中心型と機能語中心型に大きく二分され，さ
らに，より細かく見れば，機能的語群，固有名詞，動詞，人称代名詞的語群に特徴づけられ
る 4 つのグループに区分されることが分かった。 












































































本稿は，2016 年 12 月 3 日に開催された第 1 回学習者コーパス・ワークショップ―学習者コ
ーパス（I-JAS）を利用するために―」（於：国立国語研究所）における招待講演「世界の英
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